
F i l e  N o. 05

岡山県
面　積 7,114 ㎢
人　口 1,814,677人
県の花 モモの花
県の木 アカマツ
県の鳥 キジ

求める教員像
・岡山県の教育課題を深く理解し，果敢に立ち向かうことのできる教員
・強い使命感と情熱，高い倫理観，豊かな教育的愛情を持った教員
・多様な経験を積む中で協働して課題解決に当たるなど，生涯にわたって学び続ける教員

出願期間
公開日　令和７年４月15日（火）
電子申請　令和７年４月15日（火）～５月13日（火）17:00

試験日程

１次試験
　試験日　令和７年７月５日（土）・６日（日）・12日（土）・13日（日）　
　合格発表日　令和７年８月７日（木）
２次試験
　試験日　令和７年８月18日（月）～21日（木）・23日（土）・24日（日）の指定した１～３日　
　合格発表日　令和７年10月７日（火）

年齢制限 昭和41年４月２日以降に生まれた者

募集教科

［小］　［中］国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語　［高］国語，地理歴史（世
界史，日本史，地理），公民，数学，理科（物理，化学，生物），保健体育，芸術（音楽，書道），英語，家庭，農
業，工業（機械，電気（電子・情報系を含む），建築，特D①（専門分野は限定しない）），商業，情報，看護，
福祉　［特］　［養］

特記事項

■特別選考　A①英語の資格による特別選考（グローバル人材）　［小］［中・高］英語志願者で，規定の英語資
格所有者は，１次の筆記を免除し，特別面接を実施。A②英語を母語とする者を対象とした特別選考（グローバ
ル人材）　［小（英語専科）］［中・高］英語志願者対象。１次の筆記を免除し，特別面接を実施。２次は個人面接と
模擬授業のみ。Bスポーツの実績による特別選考　［中・高］保健体育志願者対象。１次の筆記を免除し，特別面
接を実施。C①講師経験者を対象とした特別選考（前年度１次合格者）　１次を免除。C②講師経験者を対象
とした特別選考（経験年数）　１次の教職を免除。D①民間等のキャリアによる特別選考（［高］工業）　１次の
筆記を免除し，特別面接を実施。D②民間等のキャリアによる特別選考（［高］看護）　１次の筆記を免除し，特
別面接を実施。D③民間等のキャリアによる特別選考（［高］農業）　１次の筆記を免除し，特別面接を実施。D
④民間等のキャリアによる特別選考（［高］情報）　１次の筆記を免除し，特別面接を実施。E①教職経験者を
対象とした特別選考（本県教職経験者）　１次を免除。２次は特別面接のみ。E②教職経験者を対象とした特別
選考（県外現職教員）　１次を免除。２次は特別面接のみ。F①「教師への道」研修修了者を対象とした特別選
考　１次の面接を免除。F②「教師への道」研修修了者かつ「大学３年次等チャレンジ選考」合格者を対象とし
た特別選考　１次を免除。G「理数系教員養成拠点構築プログラム」修了者を対象とした特別選考　［小］［中］
理科志願者対象。１次を免除。H「大学３年次等チャレンジ選考」合格者を対象とした特別選考　１次の筆記を
免除。■身体に障害のある者を対象とした選考

新規情報
■初任給　大卒306,719円，修士修了321,480円。諸手当を含む。■臨時的任用教員の研修　実施。
■へき地／離島勤務　義務ではない。■懲裁処分の指針　策定し，HPで公開。

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 5,224 2,225 726

不登校（人） 1,698 2,475 1,218

2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 2,210 2,043 1,892 1,607 1,483
採用予定者数 407 430 451 440 404

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数

▼︎�受験者数等推移

090 MAR. 2026



2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　学習指導要領では，必出の総則から「小（中・高

等）学校教育の基本と教育課程の役割」と「教育課

程の実施と学習評価」，「児童（生徒）の発達の支

援」，「道徳教育に関する配慮事項」が出題された。

　教育原理（特別支援教育，人権教育，安全教育，

情報教育，キャリア教育等）のうち，特別支援教育

では「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育

システム構築のための特別支援教育の推進（報告）」

（2012年）から合理的配慮に関する問題が出題され

た。人権教育では昨年度に続いて「人権教育を取り

巻く諸情勢について」（2021年）から「Ⅰ．学校に

おける人権教育の推進」を問う問題が出題された。

安全教育では，「第3次学校安全の推進に関する計

画」（2022年）と「『生きる力』をはぐくむ学校で

の安全教育」（2019年）に関する問題が出題され

た。情報教育では，「教育の情報化に関する手引

（追補版）」（2020年）から情報モラル教育を問う問

題が出題された。キャリア教育では昨年度に続いて

「小学校キャリア教育の手引き」（2022年）と「中

学校・高等学校キャリア教育の手引き」（2023年）

が出題された。

　生徒指導では「誰一人取り残されない学びの保障

に向けた不登校対策について（通知）」（2023年）

からCOCOLOプランの理解を問う問題が出題された。

　教育時事では，必出のご当地問題から「第4次晴

れの国おかやま生き活きプラン」（2025年）が出題

された。国レベルでは「教育振興基本計画」（2023

年）等が出題されている。

　教育法規では，必出の教育基本法から第1条が出

題された。このほか，地方公務員法やこども基本法，

地方教育行政の組織及び運営に関する法律も出題さ

れている。

　教育心理ではさまざまな領域から出題されてお

り，今年度は学習理論（動機づけ）の理解を問う問

題や適応機制に関する問題，心理療法に関する問題

がみられた。重要人物・理論を押さえたい。

　教育史では，西洋教育史からロック，ルソー，ヘ

ルバルト，ペスタロッチを問う問題が出題された。

▶学習指導要領は総則
▶教育時事で必出のご当地問題
▶教育法規は教育基本法

＊「地域」には「教育時事」も含まれる。
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